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　北秋田の皆さま、こんにちは。今回は、阿仁地区に

ある異人館まで足を運んできました。私が阿仁中学校

でＡＬＴとして働いていたころから、異人館に興味が

ありました。阿仁銅山の改善のためにドイツからメッ

ケル氏を招くことで、昔から異文化を持つ人を受け入

れながら、国際化の最先端に立とうとする阿仁によっ

て、外国人の１人として安心感を抱きました。

　とはいえ、今回のテーマは、国指定重要文化財の異

人館ではありません。その前に建てられた看板です。

写真では、小さくて見えにくいかもしれませんが、下

半分が英訳になっています。市生涯学習課に頼まれて、

阿仁の異人館をはじめ、北秋田の諸施設のために看板

の英訳を務めさせていただきました。異人館の場合は、

翻訳している間、煉瓦の焼き方や積み方について、い

ろいろ調べられる機会になり勉強になりました。

　本市のあちらこちらに私が協力したこのような看板

が建てられて

いますので、

もしお目にか

かりましたら、

ぜひその英語

も読んでいた

だければ幸い

です！

　　
「
結
婚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と
し
て
、

結
婚
を
望
ん
で
い
る
方
に
出
会
い
の
機

会
を
提
供
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
北

原
正
敏
で
す
。

　
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
市
民
の
方

や
企
業
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
多

く
、
皆
さ
ん
が
声
を
揃
え
て
言
わ
れ
る

こ
と
は
、
や
は
り
「
以
前
と
比
べ
て
子

ど
も
を
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
」

「
身
近
な
人
に
独
身
で
い
る
人
が
増
え

た
」
な
ど
で
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、

地
域
が
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
声
が
多
い

印
象
で
す
。
そ
の
た
め
か
皆
さ
ん
か
ら

の
賛
同
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

活
動
す
る
う
え
で
た
い
へ
ん
心
強
く
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
少
子

高
齢
化
は
国
全
体
の
社
会
課
題
で
あ
り
、

北
秋
田
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
結
婚
は
し
た
く
な
い
と
考

え
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
考
え
も
尊
重

す
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
押
し
付
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
い
ま
、
結
婚
を
望
ん
で
い
る
方
に
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
お
相

手
を
紹
介
し
て
１
対
１
で
お
見
合
い
を

し
て
も
ら
う
「
き
た
あ
き
た
縁
結
び
サ

ポ
ー
ト
」
を
行
っ
て
お
り
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
登
録
者
も
増
え
、
紹
介

や
お
見
合
い
が
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
施
策
を
市
民
の

方
々
や
市
の
協
力
を
得
て
、
現
在
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
北
秋
田
市
と
し

て
独
自
の
結
婚
支
援
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

結
婚
支
援
を
通
じ
た

　
　
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
金
）▽
北
秋
田
市
障
が
い
児
・
者
総
合
支
援
協
議
会（
第
二
庁
舎
）▽
Z
E
R
O 

T
O 

I
N
F
I
N
I
T
Y
と
の
協
定
式（
本
庁
舎
）

18
日（
日
）▽
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会（
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
）▽
子
育
て
応

援
講
演
会（
コ
ム
コ
ム
）▽
合
川
駅
ま
つ
り（
合
川
駅
）

20
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会〔
初
日
〕（
議
事
堂
）

22
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会〔
一
般
質
問
〕（
議
事
堂
）

23
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会〔
一
般
質
問
〕（
議
事
堂
）

24
日（
土
）▽
森
吉
山
の
国
立・国
定
公
園
化
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
コ
ム
コ
ム
）

25
日（
日
）▽
北
秋
田
市
消
防
訓
練
大
会（
合
川
市
民
健
康
広
場
）

26
日（
月
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
地
域
特
産
品
開
発
事
業
の
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会（
市
民
病
院
）

27
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
28
回
株
主
総
会
・
第
１
１
８
回
取
締
役
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
水
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
理
事
会（
コ
ム
コ
ム
）

29
日（
木
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
秋
田
県
市
町
村
振
興
協
会
定
時

評
議
員
会（
市
町
村
会
館
）

30
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会〔
最
終
日
〕（
議
事
堂
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任
式

〔
斎
藤
美
奈
子
氏
〕（
本
庁
舎
）

３
日（
月
）▽
副
市
長
選
任
書
交
付
式〔
河
田
浩
文
氏
〕（
本
庁
舎
）▽
副
市
長
就
任
式（
本
庁
舎
）

５
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
森
吉
地
区
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
庁
内
推
進
会
議（
本
庁
舎
）

６
日（
木
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
役
員
会
・
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
秋

田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

７
日（
金
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
区
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

８
日（
土
）▽
第
31
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
米
代
川
河
川
緑
地
）

10
日（
月
）▽
阿
仁
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）

11
日（
火
）▽
北
秋
田
市
教
育
委
員
の
学
校
訪
問（
綴
子
小
学
校
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
総

会（
コ
ム
コ
ム
）

12
日（
水
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

13
日（
木
）▽
北
秋
田
市
首
都
圏
企
業
懇
談
会（
東
京
都
）

14
日（
金
）▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー 

in 

T
O
K
Y
O（
東
京
都
）

◇ 

６
月
16
日 
〜 

７
月
15
日

異人館からもらった安心感

▲お見合い事業を行っています
※詳細は、市のホームページを
　ご覧ください。

◎
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

◎
省
エ
ネ
家
電
の
導
入

◎
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

◎
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ（
徒
歩
、自
転
車
・

　
公
共
交
通
機
関
で
移
動
、
エ
コ
ド
ラ

　
イ
ブ
）

◎
食
材
の
買
い
物
や
保
存
等
で
の
食
品

　
ロ
ス
削
減
の
工
夫

◎
長
く
着
ら
れ
る
服
を
じ
っ
く
り
選
ぶ

◎
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
を

　
な
る
べ
く
減
ら
す
、
マ
イ
バ
ッ
ク
・

　
マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど
を
使
う

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
他
の

取
り
組
み
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
の
未
来
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
で

き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
実
践
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

脱
炭
素
へ
向
け
て
１
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

　
環
境
省
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た

め
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
」

と
い
う
30
個
の
取
り
組
み
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
住

宅
・
食
ロ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ご
み
な

ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
整
理
さ
れ
て

お
り
、
１
人
ひ
と
り
が
生
活
の
中
で
で
き

る
身
近
な
取
り
組
み
で
す
。

　
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
度
の
家
庭
か

ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
内
訳
は
「
照

明
・
家
電
製
品
」が
32
・
１
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
自
動
車
」
が
24
・
３
％
、「
暖
房
」

が
15
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
」
を

意
識
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
環
境
負

荷
の
低
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
起
因
す
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
と
い
う
視
点
だ
け
で
な

く
、
健
康
や
節
約
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

環　境
コラム
第56回

▲市ホームページ
　「ゼロカーボンアクション30」


